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国
道
34
号
等
大
村
市
内
幹
線

道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会

　

市
や
商
工
会
議
所
な
ど
市
内
12
団
体

で
組
織
す
る
国
道
34
号
等
大
村
市
内
幹

線
道
路
整
備
促
進
期
成
会（
会
長
・
松
本

崇
市
長
）の
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
国
道
34
号
の
水
主
町
交

差
点
か
ら
玖
島
中
学
校
入
口
交
差
点
ま

で
の
区
間
の
拡
幅
工
事
が
完
了
し
て
供

用
が
開
始
さ
れ
た
報
告
や
、
国
土
交
通

省
の「
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
採
択
に
よ
り
、
国
立
医
療
セ
ン
タ
ー

入
口
交
差
点
か
ら
与
崎
交
差
点
ま
で
の

来
年
度
の
完
成
が
見
込
ま
れ
る
区
間
な

ど
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
市
内
幹
線

道
路
の
工
事
進
捗
状
況
や
今
後
の
工
事

計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
期
成
会
で
は
国
道
34
号
の
渋
滞
緩

和
や
幹
線
道
路
網
の
早
期
整
備
を
目
指

し
て
本
年
度
も
引
き
続
き
協
力
し
て
国

や
県
に
対
し
て
要
望
活
動
な
ど
を
行
う

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

大
村
競
艇
の
小
規
模
場
外
発
売
場

と
し
て
、
鹿
児
島
県
内
で
は「
ボ
ー
ト

ピ
ア
金
峰
」「
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
天
文

館
」
に
次
い
で
３
か
所
目
と
な
る「
オ

ラ
レ
志
布
志
」
が
、
市
内
の
志
布
志

駅
前
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
２
階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
場
外
発
売
場(

ボ
ー
ト
ピ
ア)

は
全
国
に
24
か
所
、
小
規
模
発
売
場

９
か
所
、
前
売
専
用
場
外
発
売
場
３

か
所
が
あ
り
、
今
回
が
37
か
所
目
の

場
外
発
売
場
に
な
り
、
大
村
競
艇
企

業
局
で
は
オ
ラ
レ
志
布
志
を
年
間
３

５
０
日
開
場
し
、
12
億
２
，

５
０
０
万

円
の
売
り
上
げ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

場
外
発
売
場
「
オ
ラ
レ
志

布
志
」
オ
ー
プ
ン

　

地
域
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
定
額
給
付
金
の
支
給
に
合
わ
せ

て
、
市
内
で
消
費
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
市
内
加
盟
店
だ
け
で
使
え

る「
さ
く
ら
商
品
券
」
を
４
月
20
日
か
ら

大
村
商
工
会
議
所
、
各
住
民
セ
ン
タ
ー
、

市
コ
ミ
セ
ン
な
ど
９
か
所
で
発
売
し
ま

し
た
。

　

こ
の
商
品
券
に
は
10
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
が
つ
い
て
お
り
、
１
万
円
で
１
万
１
，

０
０
０
円（
５
０
０
円
券×

22
枚
）の
買

い
物
が
で
き
ま
す
。

　

商
品
券
は
全
部
で
３
万
セ
ッ
ト
が
用

意
さ
れ
、
そ
の
約
半
分
の
１
万
４
千
セ
ッ

ト
が
４
月
中
に
買
わ
れ
、
順
調
な
売
れ

ゆ
き
と
な
り
ま
し
た
。
市
内
の
加
盟
店

で
は
、
さ
く
ら
商
品
券
を
使
っ
て
も
ら

お
う
と
独
自
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

「
さ
く
ら
商
品
券
」
を
発
売

「

　

市
内
初
の
４
年
制
大
学
と
な
る
活

水
女
子
大
学
「
大
村
キ
ャ
ン
パ
ス
」

が
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
完

成
し
、
開
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
学
式
で
は
、「
魅
力
あ
る
大
学
づ

く
り
の
推
進
、
教
育
・
研
究
・
医
療

の
中
核
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
松
本
市
長
は
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

今
後
、「
大
村
キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
お

い
て
も
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、
市

民
向
け
の
各
種
公
開
講
座
な
ど
の
実

施
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
水
女
子
大
学
看
護
学
部

の
開
学
式

活

4/19

多
良
山
系
黒
木
登
山
口
山
開
き

　

登
山
口
の
あ
る
黒
木
町
で
は
、
真
夏
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
登
山
愛
好
者
や

山
岳
会
・
消
防
・
警
察
な
ど
が
一
年
間
の
無
事

故
を
願
い
安
全
祈
願
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
皆
さ
ん
は
、
多
良
・
五
カ
原
・
経
ケ
岳
な

ど
を
目
指
し
て
元
気
に
出
発
し
ま
し
た
。

4/20

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　

中
央
地
区
と
西
大
村
地
区
に「
ま
ー
ぶ
る
」

（
三
城
保
育
所
）、「
な
つ
み
か
ん
」（
中
央
保
育
所
）

の
名
称
で
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
地
域
の
乳
幼
児
や
親
子
を
対

象
に
子
育
て
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。※

開
放
日
〜
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

30
分（
月
〜
金
）

5/3～5

第
23
回
の
だ
け
新
茶
ま
つ
り

4/19

第
82
回
三
鈴
運
動
会

　

三
浦
・
鈴
田
地
区
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、

恒
例
の
運
動
会
が
両
地
区
の
中
間
地
点
の
惣

原
運
動
場
で
お
こ
な
わ
れ
、
両
地
区
の
小
学

生
な
ど
が
、
か
け
っ
こ
や
団
体
種
目
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
は
全
般
的
に
天
候
に

恵
ま
れ
、
期
間
中
に
多
彩
な

催
し
が
行
わ
れ
、
多
く
の
行

楽
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

G W
ゴールデンウイーク

5/2

長
崎
空
港
開
港
記
念
祭

　

世
界
初
の
海
上
空
港
と
し
て
、
１
９
７

５
年
に
開
港
し
た
長
崎
空
港
で
、
開
港
記

念
祭
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
親
子
連

れ
は
、
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
制

服
試
着
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

5/2～6

三
彩
の
里
陶
器
ま
つ
り

　

野
岳
湖
公
園
ロ
ザ
・
モ
タ
広
場
で
は
、「
の

だ
け
新
茶
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
期
間
中

４
万
５
，０
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
太
鼓
や
よ
さ
こ
い
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
の
披
露
、
採
れ
た
て
新
茶
の
手
も
み
体

験
・
試
飲
、
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
彩

な
催
し
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

休
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

原
町
の
三
彩
の
里
で
は
、「
陶
器
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
陶
芸
体
験
教
室
で
は

親
子
連
れ
が
熱
心
に
カ
ッ
プ
な
ど
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。ま
た
、人
気
の
窯
出
し
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
つ
ぼ
や
花
び
ん
が
競
り

落
と
さ
れ
ま
し
た
。

C
A
M
E
R
A
 S
P
O
Tスポ ッ ト

市市
水水
女女

がが
長長

成成
しし開開

くく
りり

のの
中中

で市政の きごと

か
めTT

ら

し

ぶ

し

広報おおむら 2009 年 6 月号 8




